
病気がちの父に代わり、

姉と兄の働く鉱山に目覚めてから

さまざまな方々に導かれて俳句に出合った。

文学少女とは言えず遊び好き。

この事は大いなる後悔であるが

社会科が好きで中国のシルクロードを

歩くことを夢見ていた中・高校時代。

平成７年のときに、

鳥居おさむ先生のシルクロードの句に出合い

想いは募るばかり。

平成13年、「生き生き塾」の方 と々敦煌まで７日間の旅、

その先に憧れ続ける。

平成19年　、夢が現実になる誘いが寺友からあり狂喜の旅行となる。

それから４年、旅行中お世話になったった方々へ、

これが俳句のお披露目となる。

ろんど入会16年、このように長く続いた趣味はない。

これまで、ご指導くださいました

諸先生方、諸先輩の皆様方、句友の皆様、亡夫と家族へ

謹んで感謝と御礼を申し上げます。

2011年 4月吉日

吉田　克美

シルクロード旅愁　 吉田 克美
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